
市議会だより

〇議員が自主製作！
　令和７年度議会活動報告
　動画配信中
〇テーマ別車座集会を開催
〇議員 22人が市政を問う
〇行政視察報告
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テーマ別車座集会を開催しました！
報告はP14～ P15 をご覧ください

常任委員会ごとにテーマを設けて開催した車座集会には総勢 145 名の皆様に
ご参加いただきました。ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

広報広聴委員会

市

常任委員会
ごとに

車座集会を
開催しまし

た！

総務委員会

産業水道委員会

環境建設委員会

教育厚生委員会
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会　期 11 月 21日から 12月 15日まで（25日間）

議　案 条例案４件、予算案17件、事件決議案14件、合計35件を
全て可決と決定

一般質問 22人の議員が一般質問を実施　　　　質問要旨はＰ６から掲載

一般会計18億6,981万円を補正
　一般会計予算総額は788億3,792万円へ

可
決

条例改正 上田市地域自治センター条例中一部改正など
全４件

◆上田市地域自治センター条例中一部改正
　上田市地域協議会の設置単位、委員定数、任期
及び任務の見直しを図るため、所要の改正を行う
もの。
◆上田市太陽光発電設備の適正な設置に関する条
例中一部改正
　適用範囲について県条例との整合を図るほか、
制度上の課題を踏まえ、手続きの明確化等を図る
ため、所要の改正を行うもの。

補正予算（第５号）の主な事業をピックアップ

物価高対応子育て応援手当給付事業 ４億 6,911 万円
　物価高の影響が長期化し、その影響が様々な人々に及ぶ中、特にその影響を強く受けている子育て世帯
を力強く支援し、子どもたちの健やかな成長を応援する観点から、物価高対応子育て応援手当を支給する。
○対象者
　児童手当支給対象児童（令和７年９月 30日時点）を養育する父母等
　※対象児童には令和７年 10月１日以降令和８年３月 31日までに生まれる新生児も含む
○給付額　（児童１人あたり）２万円

　物価高騰等による家計負担を軽減するため、低所得のひとり親世帯に対して特別給付金を支給する。
○対象者　（ひとり親）
　①令和７年 12月分の児童扶養手当の受給者
　②公的年金等を受給していることにより、令和７年 12月分の児童扶養手当を
　　受給していない者
○給付額　（児童１人あたり）１万円

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業 1,724 万円

◆上田市開発事業の規制に関する条例中一部改正
　都市計画法及び現行の取扱いとの整合を図るた
め、所要の改正を行うもの。
◆上田市職員の給与に関する条例等中一部改正
　人事院及び県人事委員会による令和７年の給与
改定の勧告を踏まえ、市職員の給与及び各種手当
の改定を行うとともに、常勤の特別職及び市議会
議員の期末手当について改定を行うため、所要の
改正を行うもの。

【上田市ＨＰ】
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12月定例会
概要

一般会計18億6,981万円を補正
　一般会計予算総額は788億3,792万円へ

※金額の表示単位未満は四捨五入しています。

◆御所沢防災調整池整備工事請負変更契約の締結
　(変更後の契約金額：１億 9,360 万円 )
◆公有財産の無償譲渡　２件
◆公有財産の無償貸付
◆交通事故に係る和解
◆上田地域広域連合規約の変更
◆公立大学法人長野大学第２期中期目標の変更

事件決議 御所沢防災調整池整備工事請負変更契約の
締結など　全14件

可
決

◆指定管理者の指定　４件 (全 35施設 )
◆市道路線の認定
◆市道路線の変更
◆第五中学校改築事業屋内運動場ほか建設建築主
体工事請負契約の締結
　(契約金額：11 億 3,190 万円 )

可
決

令和７年度一般会計補正予算
（第３号）など　全17件

議　案
補正予算
概　要

補正予算（第３号）の主な事業をピックアップ

【補正予算詳細】

常任委員会での審査
概要はＰ4-5に掲載

有害鳥獣防除対策事業 190万円
　有害鳥獣捕獲実績の増加見込に伴う
報償金の追加計上。

交通運輸対策事業 １億 120万円
　バス事業者による路線バスの運行経費に対する
補助金及び交付金の追加計上。
・廃止路線代替バス運行費補助金
・運行協定支援交付金

観光施設管理事業
（インバウンド受入環境
整備高度化事業）

436万円

　鹿教湯温泉旅館協同組合が実施する観光庁の補
助事業を活用した観光振興を目的とする環境整備
に対する支援に係る経費の計上。
・補助率　事業主体負担分の 1/2

学校給食負担軽減事業 536万円
　学校給食米の令和８年１月供給分からの値上が
りに伴い、安定的な学校給食運営及び保護者負担
軽減を図るための経費の追加計上。

ふるさと上田応援
寄附金推進事業 １億 5,000 万円

　寄附見込額増加に伴う各種経費の追加計上。
・記念品代、手数料、委託料、基金積立金

自立支援給付事業 ５億円
　障害者自立支援給付費の追加計上。
・居宅介護等支援給付費
・施設支援給付費
・共同生活支援給付費　　他
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一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号

問	

有
害
鳥
獣
防
除
対
策
事
業
費
に
つ
い

て
、
ク
マ
な
ど
の
動
き
が
活
発
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
よ
り
大
き
な

費
用
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
が

考
え
は
ど
う
か
。

答	

今
後
も
国
の
交
付
金
を
最
大
限
活
用

す
る
と
と
も
に
、
国
及
び
県
に
お
い

て
、
ク
マ
の
捕
獲
支
援
金
の
増
額
を

予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
要
望
し

て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
報
償
金
以

外
の
部
分
に
つ
い
て
、
森
林
環
境
譲

与
税
の
充
当
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

産
業
水
道
委
員
会

●
12
月
８
日
に
開
催
し
、
予
算
案

７
件
、
事
件
決
議
案
１
件
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

上
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
中
一
部
改
正

問	

初
任
給
及
び
若
年
層
に
重
点
を
置

き
、
全
て
の
級
で
号
俸
の
額
を
引
き

上
げ
る
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
引
上

げ
率
は
ど
う
か
。

答	

上
田
市
全
体
で
は
３
・
16
％
の
増
と

な
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
１
級

が
４
・
94
％
、
２
級
が
３
・
93
％
、

３
級
が
３
・
35
％
と
、
特
に
３
級
以

下
が
手
厚
い
改
定
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号

問	

歳
入
の
個
人
市
民
税
が
１
億
７
０
０

総
務
委
員
会

　
　
０
万
円
の
増
額
補
正
と
な
っ
て
い
る

が
、
理
由
は
何
か
。

答	

主
に
令
和
６
年
中
の
給
与
所
得
（
前

年
比
１
０
５・
６
％
）
及
び
金
融
資

産
の
譲
渡
な
ど
に
係
る
分
離
譲
渡
所

得
（
前
年
比
１
６
５・
３
％
）
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

公
有
財
産
（
荻
窪
消
防
器
具

庫
・
四
日
市
自
主
防
災
セ
ン

タ
ー
）
の
無
償
譲
渡

問	

地
元
自
治
会
に
施
設
を
無
償
譲
渡
し

た
後
の
修
繕
等
の
対
応
は
ど
う
か
。

答	

譲
渡
前
に
必
要
な
修
繕
を
行
い
、
使

用
上
の
問
題
が
な
い
状
態
で
譲
渡

を
行
っ
て
い
る
。
譲
渡
後
の
修
繕
等

に
つ
い
て
は
、
補
助
制
度
を
設
け
て

い
る
。

●
12
月
５
日
に
開
催
し
、
条
例
案

１
件
、
予
算
案
２
件
、
事
件
決
議

案
５
件
、
陳
情
１
件
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

の

常
任
委
員
会

審
査
概
要

問	

観
光
振
興
事
業
負
担
金
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
事
業
に
期
待
す
る
も
の

は
何
か
。
ま
た
、
市
の
負
担
割
合
の

妥
当
性
は
ど
う
か
。

答	

本
事
業
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
入
環

境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
隣
接
す

る
松
本
市
を
訪
れ
る
多
く
の
外
国

人
旅
行
者
の
鹿
教
湯
温
泉
へ
の
呼

び
込
み
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

　
　
ま
た
、
国
が
全
体
事
業
費
の
２
分
の

１
、
鹿
教
湯
温
泉
旅
館
協
同
組
合

及
び
市
が
４
分
の
１
ず
つ
負
担
す

る
。
市
が
所
有
す
る
上
田
市
鹿
教
湯

温
泉
セ
ン
タ
ー
の
隣
に
あ
る
廃
旅

館
が
本
事
業
に
よ
り
解
体
さ
れ
る

こ
と
で
、
上
田
市
鹿
教
湯
温
泉
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
の
安
全
及
び
温
泉

街
の
景
観
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
の
負
担
割
合
は
妥
当
と
考
え

る
。
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費
に
つ
い
て
、
市
民
に
対
す
る
検
査

結
果
の
公
表
方
法
は
ど
う
か
。

答	

水
質
検
査
結
果
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
過
去
の
結
果
も

含
め
て
公
表
し
て
い
る
が
、
汚
水

流
出
事
故
や
基
準
値
を
大
き
く
上

回
る
結
果
が
出
た
場
合
は
、
緊
急

情
報
と
し
て
市
の
公
式
ラ
イ
ン
及

び
メ
ー
ル
配
信
等
で
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。

問	

廃
止
路
線
代
替
バ
ス
運
行
費
補
助
金

及
び
運
行
協
定
支
援
交
付
金
の
増

額
理
由
は
何
か
。

答	

運
行
収
入
は
運
賃
低
減
に
よ
り
横
ば

い
だ
が
、
運
行
経
費
は
、
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
に
伴
う
人
件
費
及
び

物
価
高
騰
に
よ
る
車
両
修
繕
費
等

が
大
き
く
増
加
し
て
い
た
た
め
で

あ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号

問	

学
校
給
食
米
の
値
上
が
り
に
伴
い
、

保
護
者
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の

支
援
と
し
て
、
約
５
３
０
万
円
の
追

加
計
上
が
さ
れ
て
い
る
が
、
財
源
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
ま
た
、
物
価
高
に
よ
る
給
食
費
の
高

騰
分
に
つ
い
て
、
今
後
も
市
と
し
て

支
援
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

答	

今
回
の
値
上
げ
分
に
つ
い
て
は
、
国

の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
す
る
。

　
　
ま
た
、
現
在
、
国
に
お
い
て
学
校
給

食
費
無
償
化
の
検
討
が
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
市
の
支
援

上
田
市
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

条
例
中
一
部
改
正

問	

地
域
協
議
会
の
委
員
数
を
24
人
以
内

と
し
た
理
由
は
何
か
。

答	

令
和
４
年
に
旧
上
田
地
域
に
６
つ

あ
っ
た
地
域
協
議
会
を
右
岸
地
域

と
左
岸
地
域
に
再
編
し
た
経
過
を

踏
ま
え
、
そ
の
２
つ
の
協
議
会
を
１

つ
に
再
編
す
る
に
あ
た
り
、
旧
６
つ

の
地
域
協
議
会
か
ら
４
人
ず
つ
と

い
う
考
え
の
も
と
24
人
以
内
と
し

て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号

問	

西
部
地
区
水
路
水
質
検
査
に
係
る
経

策
も
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
５
号

問	

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
給
付

金
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
、
原
則

プ
ッ
シ
ュ
型
と
し
て
い
る
が
、
現
時

点
で
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
い
な
い

対
象
者
へ
の
支
給
方
法
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答	

上
田
市
在
住
で
来
年
３
月
ま
で
に
生

ま
れ
て
く
る
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、

児
童
手
当
の
認
定
請
求
と
併
せ
て
、

申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
予
定

し
て
い
る
。

●
12
月
５
日
・
15
日
に
開
催
し
、

予
算
案
10
件
、事
件
決
議
案
２
件
、

請
願
２
件
、
陳
情
１
件
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

●
12
月
８
日
に
開
催
し
、
条
例
案

３
件
、
予
算
案
１
件
、
事
件
決
議

案
６
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
厚
生
委
員
会

環
境
建
設
委
員
会

「
常
任
委
員
会
」
で
は
、
条
例
や
補
正
予
算
、
事
件
決
議
な
ど
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
ほ
か
➡
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答弁者名は以下のとおり省略して記載しています。
答弁者役職 略称 答弁者役職 略称

市長 市長 教育長 教育長
総務部長 総務 財政部長 財政
市民まちづくり推進部長 市民まち 福祉部長 福祉
健康こども未来部長 健康こども 産業振興部長 産業振興
都市建設部長 都市建設 教育次長 教育次長
上下水道局長 上下水道

　
掲
載
記
事
は
、
質
問
議

員
本
人
が
作
成
し
て
お
り
、

質
問
全
体
の一部
を
要
約
し

た
も
の
で
す
。

　
質
問
全
体
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
会
議
録
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。会
議
録
は
、

議
会
事
務
局
、
市
内
図
書

館
、
公
民
館
及
び
上
田
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
質
問
は
上

田
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
丸
子
テ
レ
ビ
放
送
の
ご

協
力
に
よ
り
、
生
放
送
と

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
ま

す
。

インターネットの生中継、
録画配信専用サイトはこちら。

2222人の議員が市政を問う人の議員が市政を問う
12月定例会一般質問要旨

※二次元コードから各議員の質問の映像を見ることができます。

　　　　矢島　昭徳　上志の風

問問	 クマ出没の実態や県との連携はどうか。
答答	（産業振興）果樹被害や人的被害を含むツキ

ノワグマ目撃情報は 51件であり、生息数は

増加傾向とされ大量出没となっている。食糧

であるドングリの生育状況は平年並みだが、

収穫前の果樹など他要因も想定される。県や

専門家と連携し対策と情報共有をしていく。

問問	 市民周知と警戒体制、関係機関との連携はど

クマ被害の現状と今後の取組クマ被害の現状と今後の取組

うか。

答答	（産業振興）市と警察で情報共有し、メール
配信や地図掲載、目撃箇所周辺に看板を設置

することで注意喚起を行っている。下校時の

安全確保として、教育委員会等と連携し、保

護者への注意喚起や送迎の依頼、巡回を実施

している。猟友会には迅速に出動していただ

いているが、国の方針を踏まえガバメントハ

ンター導入も検討し、体制を整えていく。

【その他の質問項目】

・市のコメ政策

・農作物の鳥獣被害対策

　　　　齊藤　加代美　新生会

問問	 官民連携手法を取り入れる場合、スピード感
が決め手となるが、ヒアリング調査から２年

経過するなど、時間を要している現状につい

てどう捉えているか。

答答	（市長）官民連携を前提に令和 12 年の開業
を目指すスケジュールであったが、本年３月

以降、財源調達や盛土工事などに関する再精

査が必要であることが確認され、９月に基本

（仮称）道の駅まるこの見通し（仮称）道の駅まるこの見通し

計画案を大幅に修正することを公表した。現

在は、改めて庁内関係課による事業内容の精

査等、関連するさまざまな協議・検討を進め

ている段階であるため、具体的な事業見通し

をお示しすることができない。

問問	 地域経済を活性化させる事業を優先する選択
ができるのは市長であるが、考えはどうか。

答答	（市長）内部で調査中であるため、結果が出
次第、進めていきたい。

【その他の質問項目】

・合併特例債の活用と合併効果

400
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　　　　斉藤　達也　新生会

問問	 市長は、持続可能な行財政運営を掲げている
が、実質単年度収支の３年連続赤字、財政調

整基金の枯渇見込み、新規投資余力の低下な

ど、財政状況は深刻である。予測できた未来

でありながら、現実として招いた実態につい

て、その責任をどのように認識しているか。

答答	（市長）非常に厳しい局面にあり、持続可能
な行財政運営のためには重要な岐路である。

財政悪化の現状と市長の認識財政悪化の現状と市長の認識

必要な予算措置に努めてきたが、結果として

現状の厳しさにあること、また監査委員の指

摘や議会から附帯意見をいただいたことにつ

いては、非常に重く受け止めている。

問問	 これまでさまざまな財政危機への対応策を提
案してきたが、実行に移されず現在の結果を

招いている。再度、同じ質問だが、その責任

をどのように認識しているか。

答答	（市長）大きな改革にはなっていないかもし
れないが、しっかりと取り組んできたと考え

ている。

　　　　松尾　卓　公明党

問問	 実質単年度収支３年連続赤字よりも、経常収
支比率が高止まりする財政硬直化という構造

的危機が課題であると考える。財政状況の総

括と課題への対応策はどうか。

答答	 ( 市長 ) 財政硬直化は人口減少や高齢化に起
因する長期的な問題であり、抜本的な対応が

不可欠である。令和８年度予算編成から政策

的経費を含め部局別枠配分予算を拡大し、歳

財政状況と市政運営財政状況と市政運営

入に見合った歳出構造への転換を目指す。

問問	 財政硬直化はインフラの維持・更新や防災対
策等への投資の遅れを招くリスクがある。老

朽化施設の統廃合などの具体策はどうか。

答答	（総務）改訂中の公共施設等総合管理計画で
は、20年間で 20％削減する目標を設定した。

優先順位を明確にし、計画に反映させていく。

問問	 財政状況を分かりやすく伝えるダッシュボー
ドの導入により、公共施設の統廃合の議論を

促進し、市民理解につなげる考えはあるか。

答答	 ( 財政 ) ダッシュボード導入については費用
対効果や運用体制を含め、検討・研究する。

　　　　泉　弥生　日本共産党上田市議団

問問	 子どもたちや市民にさまざまな分野の本に興
味・関心を持ってもらえるようなレイアウト

を市民や司書と協働で展開してはどうか。

答答	 ( 教育次長 ) 市民の皆様と協力して、新しい
アイデアを取り込みながら進めていく。

問問	 図書館に本がある遊び場を設け、幼少期から
本に触れ合える機会をつくる考えはあるか。

答答	 ( 教育次長 ) 子どもたちが本に触れるきっか

第三次上田市図書館基本構想第三次上田市図書館基本構想

けづくりは、図書館の責務であり研究する。

問問	 目に見える形で残る子どもの読書通帳を図書
館に取り入れてはどうか。

答答	 ( 教育次長 ) 安価なものもあるということな
ので、研究していきたい。

問問	 保護者の声から会話をしてもよい図書館が増
えている。取り入れる考えはあるか。

答答	 ( 教育次長 ) 基本構想案の利用しやすく居心
地よい施設に向けた整備の中で取り上げた。

問問	 車椅子の方の意見を聞き改善してはどうか。
答答	 ( 教育次長 ) 誰もが利用しやすい図書館とな

るように取り組む。
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　　　　土屋　勝浩　新生会

問問	 市長は、前回の市長選挙の公約で「大切な市
民の生命を守り続ける医療体制の充実を推進

する」と述べているが、これまでの成果をど

う判断しているか。

答答	（市長）地域の中核病院である信州上田医療
センターは、令和 4年と比較して医師数は

８人の増加、看護師数も 33人の増加となっ

ており、医療従事者の充実は着実に図られて

上田再構築プランVer2.0の進捗状況上田再構築プランVer2.0の進捗状況

きていると考えている。また、地域の周産期

医療体制については、産婦人科病院が閉院と

なったが、信州上田医療センターへ機能集約

を図ることができ、上小地域の分娩件数は年

間 1000 件を超える状況を維持できている。

問問	 ９月議会の最後に、市長は次の市長選挙への
出馬の意欲を示されていたが、現在でも出馬

の意思は揺るぎないものであるか。

答答	（市長）２期８年のさまざまな実績を踏まえ、
山積する課題に対して真摯に向き合うため

に、市長選挙に挑戦させていただく。正正の

旗を掲げ、堂堂の陣で邁進していく。

　　　　宮下　省二　壮志会

問問	 人口減少時代の行政運営は、自治体の生き残
り戦略としてさまざまな事業が広範に展開し

ていくものと考えるが、市の見解はどうか。

答答	 ( 市長 ) 消防や収納管理のように広域連合に
よる事務や施設の共同運用も行政運営を効率

化する有効な手段であり、さまざまな分野、

形での広域連携が一層重要になると考える。

問問	 市が検討する水道広域化は、自治体の在り方

持続可能な自治体運営持続可能な自治体運営

を方向づける極めて広く深みのある見解の中

での対応が求められるが、見解はどうか。

答答	 ( 市長 ) 広域化の是非は、市として主体的に
判断すべき重要なテーマと考える。その中で、

３つの視点を大切にしている。「目先にとら

われず長期的な視点で考える」「物事を一面

だけでなく、多面的、全体的にとらえる」「枝

葉末節にとらわれず、課題の根本を見極める」

これらの視点から広域化が当市にとってどの

ような利点と課題を持つのか整理を行い、将

来世代に負担を先送りしない持続可能な水道

運営の姿を描くことが重要と考える。

　　　　池上　喜美子　公明党

問問	 義務教育や高校を卒業した後の引きこもり状
態にある若者の支援の現状と取組はどうか。

答答	（福祉）まいさぽ上田などへの相談は 39 歳
までの若年層がおおむね半数で近年増加傾向

にある。各相談機関が実施しているさまざま

な事業を広く市民に周知し、適切な相談機関

につなぐ仕組みを構築していきたい。

問問	「つながりサポーター」養成の考えはどうか。

若者の孤独・孤立対策若者の孤独・孤立対策

答答	（福祉）孤独・孤立の知識を身につけ、身の
回りの人に関心を持ち、できる範囲で困って

いる人をサポートする「つながりサポーター」

は非常に重要と考える。今後、県が圏域ごと

に養成講座を開催する予定である。機会を捉

え、養成に向けた啓発活動を進めていき、孤

独・孤立状態にある方に早期に寄り添い、適

切な支援につなぐ仕組みを整えていきたい。

【その他の質問項目】

・ユースセンターの設置

・奨学金返還支援
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　　　　中村　知義　上志の風

問問	 地域別の自治会加入率はどうか。
答答	（市民まち）右岸地域が約 77％、左岸地域が

約 80％、丸子地域が約 93％、真田地域が約

95％、武石地域が約 98％である。市全体で

は 81.5％で、直近 10 年で 10％近く低下し

ている。

問問	 10 年先を見据えた時、自治会と住民自治組
織の役割は何か。

自治会と住民自治組織自治会と住民自治組織

答答	（市民まち）自治会は、会費を徴収して会員
の親睦や互助のための活動を行い、住民自治

組織は、単一の自治会では対応が困難となる

地域共通の課題やまちづくりに対して、もう

一回り大きな枠組みの中で、自治会をはじめ

さまざまな主体が参画し、連携しながら活動

をするという役割は、10 年先も大きく変わ

らないと考えている。しかし、自治会加入率

が減少していく中で、将来にわたり持続的な

組織としていくための検討が必要である。

【その他の質問項目】

・スポーツ施設

　　　　半田　大介　公明党

問問	 地域クラブの登録状況から、団体競技種目は、
通う生徒が遠方にならないエリアごとに配置

できる見込みはあるか。

答答	 ( 教育長 ) 近隣の学校同士で地域クラブ化が
できるように相談・調整する方向でいる。

問問	 個人競技種目は民間クラブ所属で中体連の大
会に出場できるか、またその対応はどうか。

答答	 ( 教育長 ) 学校の部活動がなくなる令和９年

中学校部活動の地域展開中学校部活動の地域展開

度以降も大会参加が可能となるよう中体連に

要望をしていきたい。

問問	 地域クラブ運営のため会費徴収、指導者への
報酬支払等を行う人材の育成をどうするか。

答答	 ( 教育次長 ) 必要な規約の作成等は丁寧に相
談対応を行うなど初期段階での支援には特に

力を入れたい。立ち上げ後の会費の徴収、ク

ラブ内の連絡手段等の運営はデジタルツール

の活用による負担軽減を検討している。

【その他の質問項目】

・信州オープンドアスクール

・教育大綱と第４期上田市教育支援プラン

　　　　古市　順子　日本共産党上田市議団

問問	 来年度の国民健康保険税については、物価高
騰により市民生活が大変苦しい中、子ども・

子育て支援金制度も始まるため、基金を活用

して引き上げるべきでないと考えるがどうか。

答答	（健康こども）県からの情報や社会情勢等を
慎重に見極め、上田市国民健康保険運営協議

会へ諮問し、答申をいただく中で来年度の保

険税率を改定していく。

国民健康保険国民健康保険

問問	 子育て支援に逆行する 18歳未満の子どもの
均等割は、軽減措置を実施すべきではないか。

答答	（健康こども）県国民健康保険運営方針の中
に、減免基準の統一作業も含まれていること

から、市独自での実施は難しいと考えている。

先般、国でこの軽減措置の対象を高校生年代

まで拡大する検討を始めたとの報道もあるた

め、対応を注視していきたい。

【その他の質問項目】

・水道事業広域化

・団体補助金

・学校給食費無償化
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　　　　金沢　広美　公明党

問問	 地方公会計制度に基づく財務書類は、単なる
決算の結果を示す資料ではない。可視化され

る市の資産価値や将来負担など、単に財政分

野にとどめず、政策立案や公共施設マネジメ

ントの判断基準として、今後どのように活用

する予定か。

答答	（市長）財務書類や固定資産台帳から得られ
る資産、負債の状況やコスト情報を分析し、

財務書類の活用財務書類の活用

施設のライフサイクルコストや将来負担を可

視化することで、更新・再編の優先度を判断

することは、持続可能な市政運営を確保する

上で、極めて重要である。施設整備は建設費

のみならず、運営費を含めた検討を行い、財

務書類の活用に類する取組を実施してきた。

今後は財務書類から得られる情報をさらに活

用し、可能なものから取組を進めていく。限

られた財源を効果的に配分するため、情報を

有効活用し、提案の趣旨を踏まえ引き続き取

り組んでいく。

　　　　堀内　仁志　上志の風

問問	 令和７年度全国学力・学習状況調査における
小学６年生と中学３年生の結果について、市

の分析と課題はどうか。

答答	（教育長）県の施策である少人数学習や市の
施策である小中連携の授業などの成果によ

り、なかなか得点の取れない児童生徒は、少

なくなってきている。しかし、上位層の児童

生徒をさらに伸ばすという点については、ま

市の学力向上市の学力向上

だ成果が見えてきていない。

問問	 教育長は学力をどう捉えているか。
答答	（教育長）生きる力の基となる確かな学力、

つまり児童生徒が自分らしい生き方を選択

し、他と関わり合いながら、よりよい人生を

進んでいくために必要な力と捉えている。

【その他の質問項目】

・全国学力・学習状況調査の目的・形態

・市の教員の研修・研究授業の現状
・市の学力向上へのAI の活用状況

　　　　飯島　伴典　上志の風

問問	 ビジョンはどうか。
答答	（都市建設）令和６年３月に改定した上田市

都市計画マスタープランにおいて、ウォーカ

ブルの推進を掲げている。中心市街地では、

歩行者中心のまちづくりを進めており、社会

実証実験を重ねながら、上田城城下町エリア

ビジョンを策定中である。公民で共有し、持

続可能なまちづくりを進める。

歩きたくなるまち上田歩きたくなるまち上田

問問	 歩くことの効果をどう位置付けるか。
答答	（都市建設）移動手段にとどまらず、健康増

進や医療費抑制、滞在時間や消費の増加によ

る経済活性化など重要な要素と考えている。

問問	 財源活用と計画推進はどうか。
答答	（市長）国の制度や支援策を適切に活用する。

ストーマ対応を含め、ユニバーサルデザイン

の考え方を計画等に位置付けていく。 

【その他の質問項目】

・公共事業の意義
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　　　　石合　祐太　新生会

問問	 市民や議会の懸念の声がある中で、上田長野
地域水道事業広域化協議会で基本計画の合意

に踏み切った理由は何か。

答答	（市長）基本計画は詳細協議の出発点であり、
広域化の最終判断ではないことや市民、議会

の懸念を整理するためにも次の段階である事

業計画の協議に進む必要があることを総合的

に考慮した上で、合意したものである。

水道事業広域化基本計画の合意水道事業広域化基本計画の合意

問問	 重要協議事項を確認してから基本計画に合意
すべきではないか。

答答	（市長）基本的事項に合意してから重要協議
事項を含む詳細協議に臨むことが、効率的で

透明性の高い議論につながると判断した。

問問	 次期市長選には態度を示すべきではないか。
答答	（市長）必要な情報が出揃い、市民の理解が

得られる段階で説明責任を果たしつつ判断を

示すことが市長としての責務である。

【その他の質問項目】

・住民主体の移動支援事業のモデル地域の設定

・香害

　　　　井澤　毅　新生会

問問	 国道 143 号青木峠バイパスは今年着工とな
り、開通後は交通量の増加に伴い危険性も高

まることが懸念される。安全対策はどうか。

また、安全対策として、既存道路の拡幅や新

たなバイパスの整備といった抜本的な改善が

必要と考えるが、国や県とどのような協議を

行っているか。

答答	（都市建設）青木峠バイパス開通後の交通量

国道 143号の整備と安全確保国道 143号の整備と安全確保

の増加に伴う危険性の高まり、安全対策の必

要性は市としても認識している。道路整備及

び歩行者の安全確保に関する要望書を提出

し、関係機関と連携しながら安全対策の推進

を図ってきた。道路拡幅や新たなバイパス整

備については、財源の確保や必要となる用地

の取得などの課題もあり、さまざまな検討が

必要である。今後も整備計画の検討や事業化

に向け県と緊密に連携し事業推進に努めてい

きたい。

【その他の質問項目】

・水道事業の広域化

　　　　飯島　裕貴　新生会

問問	 次期大綱に基づくアクションプログラムへ引
き継ぐ課題、要点をどう認識しているか。

答答	 ( 総務 ) 地域協議会や住民自治組織の在り方
の検討、公共施設マネジメントの取組、市有

財産の適正管理、遊休資産の利活用などは持

続可能な行政運営に不可欠な課題であり、次

期計画においても重点的に取り組むべき事項

と認識している。

行財政改革の推進行財政改革の推進

問問	 次期プログラム策定はどう進めていくか。
答答	 ( 総務 ) 取組項目、改革の概要、改革の手段、

改革達成形態などを明示して市民の皆様に分

かりやすい行財政改革の指標とすることを

基本とする。可能な限り取組項目ごとに※Ｋ

Ｐ I を設定し、進捗を定量的に把握する仕組

みを導入したいと考えている。ＰＤＣＡサイ

クルを確実に回すことで透明性と説明責任を

高めていきたい。

【その他質問事項】

・令和８年度予算編成方針

※ＫＰＩ…最終目標達成に向けたプロセスの中間目標。日本語では「重要業績評価指標」と呼ばれる。
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　　　　武田　紗知　上志の風

問問	 各施設内の室温、湿度などの把握はどうか。
答答	 ( 教育次長 ) 各施設に夏場の室温・湿度の記

録を依頼し、実態を把握することでエアコン

の修繕や更新、増設の検討に活用している。

昨年度の記録を踏まえ、今年度、神科、大星、

川辺町の各児童センターにスポットクーラー

を試験導入した。導入前後の室温を比較する

夏の放課後児童クラブと夏の放課後児童クラブと
児童館の空調管理児童館の空調管理

ことで、効果の検証を行っている。

問問	 猛暑が常態化する中で、子どもの安全をどう
守るか。

答答	 ( 教育次長 ) 老朽化した施設では、エアコン
のみで適温に保つことが難しいため、遮光カー

テンなどを用いた工夫を行っている。また、

過密による室温上昇を改善するため、学校の

空き教室を活用した児童の分散化を検討し

ている。来年度には、東部児童クラブの改築

や秋和児童センターの改修を計画している。

【その他質問事項】

・上田の魅力を生かした財源確保

　　　　松山　賢太郎　壮志会

問問	 自治会加入促進策として、自治会加入者限定
の割引サービスや市内事業者等特典提供制度

を実施する考えはあるか。

答答	（市民まち）自治会加入の最大のメリットは
互助・共助体制の確立と捉えている。自治会

非加入者との受益の公平性も考慮する必要が

あり、まずは市と自治会連合会で情報交換を

行い、各種優遇策やサービスの提供方法等、

自治会活動維持・発展支援策自治会活動維持・発展支援策

先進事例を参考にして研究していく。

問問	 自治会の重要性と自治会加入促進を強化する
「（仮称）自治会加入促進条例」の制定が必要

と考えるが、見解はどうか。

答答	（市民まち）市では有識者を招聘し、市の取
組検証と市政三者懇談会からの要望や住民自

治組織、地域協議会からの意見を踏まえて協

議しながら、自治会加入促進を含めた今後の

まちづくり推進体制の検討を進めている。自

治会加入促進に係る条例の制定も併せて協議

していく。

　　　　村越　深典　壮志会

問問	 ため池の管理者に対し、現在どのような安全
点検や維持管理の支援を行っているのか。

答答	（産業振興）ため池の維持管理に必要な修繕
工事等については、市から一定の支援を行う

分担金、補助金制度があり、この制度を活用

して修繕工事等を実施するため池管理者に対

し、支援を行っている。防災重点農業用ため

池については、おおむね５年に１回の定期点

ため池の今後の活用と市による管理ため池の今後の活用と市による管理

検を市と県土地改良事業団体連合会がため池

管理者に代わり実施している。さらに、年に

１回、県などがため池関係者を対象としたた

め池監視・管理体制強化等に係る研修会を開

催しており、これらの機会を通してため池に

関わる相談を受け、技術的な指導及び助言を

行うとともに、ため池の異常箇所の早期発見

と、ため池管理者の安全管理に向けた意識啓

発を図っている。

【その他質問事項】

・スポーツ施設の適正配置と改修

・国際交流事業
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　　　　髙田　忍　壮志会

問問	 市内水源を面的につなぐ（仮称）水源ネット
ワーク構想の検討はどうか。

答答	（上下水道）市内管路網を面的に連結する管
網整備を進めることにより、非常時の相互融

通が可能になる。水源ごとの特性や能力を

最大限生かした水運用が図られると考えてい

る。緊急連絡管の整備などによるバックアッ

プ体制の構築に向けて引き続き検討する。

（仮称）水源ネットワーク構想（仮称）水源ネットワーク構想

問問	 丸子・武石地域の水を市内全体の予備水源と
して活用できるよう今後の水道広域化の計画

の中に位置付ける考えはあるか。

答答	（上下水道）丸子・武石地域の水源は市全体
の水運用を最適化していく上で大変重要な役

割を担う。今後も広域化の検討の中でしっか

りと位置付け、構成団体と情報を共有しなが

ら、地域全体としてより安定した水供給を実

現できるよう検討を深めていく。

【その他質問事項】

・市内消火栓の維持管理と点検体制

　　　　西沢　逸郎　壮志会

問問	 令和８年１月 30日に、長野県内で初めて矢
出沢川と黄金沢川が特定都市河川に指定され

ると聞いている。法律に基づき流域治水を強

力に推進することが可能になるとともに、指

定により流出抑制に係る対応や手続が必要と

なる。市の今後の関わり方、取組はどうか。

答答	（都市建設）市の関わりとして、流域水害対
策協議会に参画し、流域の関係者と協議連携

特定都市河川の指定特定都市河川の指定

しながら流域水害対策計画の策定を進めてい

く。策定後は、矢出沢川及び黄金沢川に関す

る事業は県が実施し、準用河川や普通河川に

関する事業は市が担当する。特定都市河川の

指定により、新たに必要となる許可申請は、

県が窓口となる。今回の特定都市河川の指定

を防災・減災対策の契機の一つと捉え、市に

おいても流域治水の一層の推進を図り、市民

の安全・安心の確保に努めていく。

【その他の質問項目】

・保育の現場

・スポーツ施設の整備

傍聴者のの
声本会議を傍聴されたみなさんの声

～こんなご感想をいただきました～

12 月定例会本会議の傍聴者数は延べ 36人でした。
傍聴された皆さんから寄せられた、ご感想やご意見の一部を紹介します。

●もっと傍聴する人が増えたらいいなと思います。
●自分たちがどうにかならないかなと思うことに対して、市がどのように考えているのか、
　「〝私〟主体の目線」ではなく、「〝市〟の大きな客観的な目線」を知れて良かった。
●議会は上田市が発展していく要だと思う。
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を開催しました

総務委員会

産業水道委員会

テーマ

テーマ

テーマ別車座集会テーマ別車座集会
令和７年度議員と語ろう

令和７年８月から 11月にかけて、常任委員会ごとにテーマを設け市民と語り合うテーマ別

車座集会を開催し、総勢 145 名の方にご参加いただきました。

ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。いただいたご意見・ご提案は今後の委員

会活動に生かしてまいります。

地域防災力を高めるために
消防団の未来を語ろう♪

水道事業広域化

11/6

8/21

　
上
田
市
消
防
団
の
本
部
長
、副
本
部
長
、

分
団
長
会
長
、分
団
長
に
参
加
い
た
だ
き
、

「
各
分
団
の
活
動
報
告
」「
地
域
防
災
力
を

高
め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
意
見
】

・
消
防
団
員
確
保
の
た
め
、
団
員
へ
の
直

接
的
な
メ
リ
ッ
ト
の
創
設
。

・
昼
の
時
間
帯
に
対
応
で
き
る
団
員
が
少

な
い
た
め
、
機
能
別
団
員
、
消
防
団
Ｏ

Ｂ
、自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
が
大
切
。

・
自
主
防
災
組
織
の
中
に
機
能
別
消
防
団

員
を
創
設
し
、
そ
こ
と
の
連
携
を
通
し

て
自
治
会
と
の
連
携
強
化
に
つ
な
げ
て

は
ど
う
か
。

【
感
想
】

・
各
分
団
の
活
動
や
課
題
を
聞
け
て
良

か
っ
た
。

・
議
員
と
対
話
す
る
良
い
機
会
と
な
っ

た
。
今
回
の
議
論
を
将
来
に
つ
な
げ
て

い
け
た
ら
良
い
。

　
お
い
し
い
水
を
広
め
る
市
民
の
会
及
び

市
上
下
水
道
局
の
方
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎

え
、
参
加
者
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

【
参
加
者
の
意
見
】

・
こ
の
ま
ま
水
道
料
金
を
上
げ
ず
に
、
耐

震
補
強
が
可
能
な
の
か
。
恐
ろ
し
く
人

手
不
足
の
中
、
技
術
者
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
。

・
市
は
早
く
結
論
を
出
し
、
本
来
の
市
の

水
道
の
こ
と
を
も
っ
と
真
剣
に
取
り
組

ん
だ
方
が
い
い
。

【
感
想
】

・
パ
ネ
リ
ス
ト
の
話
が
分
か
り
や
す
く
理

解
が
深
ま
っ
た
。

・
現
状
、
経
過
、
問
題
点
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
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広報広聴委員会

環境建設委員会

教育厚生委員会

テーマ

テーマ

テーマ

学生発！上田アップデート

地域課題

子どもの多様な学びの場 11/15

11/10

10/20
　
市
内
の
高
校
生
及
び
大
学
生
が
考
え
る

「
改
善
し
た
ほ
う
が
い
い
と
こ
ろ
」「
魅
力

ア
ピ
ー
ル
方
法
」
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
意
見
】

・
塾
に
行
く
お
金
が
な
く
、
家
で
勉
強
で

き
な
い
学
生
も
い
る
こ
と
か
ら
、
夜
遅

く
ま
で
勉
強
が
で
き
る
、
飲
食
可
能
な

図
書
館
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

・
市
が
実
施
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
運
営

を
学
生
と
共
同
で
行
っ
て
み
て
は
ど
う

か
。

【
感
想
】

・
他
の
学
校
の
人
と
の
交
流
も
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
が
で
き
て
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

・
普
段
感
じ
て
い
る
こ
と
を
気
楽
に
発
言

で
き
て
良
か
っ
た
。

　
住
民
自
治
組
織
役
員
の
皆
様
と
「
現
在

の
活
動
状
況
」
及
び
「
組
織
の
課
題
」
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
意
見
】

・
少
子
高
齢
化
等
の
要
因
に
よ
る
役
員
の

な
り
手
不
足
及
び
後
継
者
の
育
成
が
課

題
。

・
市
は
地
域
内
分
権
を
掲
げ
て
い
る
が
、

全
地
域
で
住
民
自
治
組
織
が
設
立
さ
れ

て
い
な
い
。

・
交
付
金
の
対
象
経
費
の
拡
充
等
、
柔
軟

な
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
交
付
要
綱
等

の
改
正
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。

【
感
想
】

・
小
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
こ
と
で
よ

り
良
い
情
報
交
換
が
で
き
た
。

・
各
組
織
の
現
状
の
悩
み
な
ど
共
通
す
る

意
見
が
多
く
、
今
後
の
活
動
の
参
考
に

な
っ
た
。
次
回
の
開
催
も
検
討
し
て
ほ

し
い
。

　
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
感
じ
て
い
る
こ
と

や
今
後
、
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
に

つ
い
て
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
意
見
】

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
、
ふ
れ
あ
い
教
室
な
ど
の
存
在

を
知
ら
な
い
人
が
多
く
い
る
た
め
、
広

く
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
。

・
全
体
か
ら
個
に
視
点
を
移
し
た
き
め
細

や
か
な
教
育
と
な
る
よ
う
、
現
在
の
制

度
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

【
感
想
】

・
市
の
実
情
を
聞
い
た
り
、
要
望
を
伝
え

た
り
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
と
感

じ
た
。

・
初
め
て
の
参
加
で
緊
張
し
た
が
、
日
頃

か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
場
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
。



16

　各委員会では、所管する事務事業が抱える課題に関して、他自治体の先進的な取組などを市政に反映させるため、行政視察を行っています。
今年度実施した行政視察について報告します。報告内容の詳細は、上田市議会ホームページをご確認ください。

産
業
水
道
委
員
会

１　
香
川
県
広
域
水
道
企
業
団 

「
水

道
事
業
広
域
化
」

　
香
川
県
内
に
お
け
る
水
道
事
業
広

域
化
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
料
金

収
入
の
減
少
や
各
水
道
事
業
体
の
職

員
の
高
齢
化
な
ど
に
加
え
、
水
源
が

乏
し
い
と
い
う
香
川
県
特
有
の
課
題

が
背
景
に
あ
り
、
県
が
調
整
役
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
物
価
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
に
よ

り
、
基
本
計
画
策
定
時
に
比
べ
る
と

企
業
団
の
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
の
こ
と
か
ら
、
上
田
長
野
間
の

水
道
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、

計
画
ど
お
り
に
い
か
な
い
こ
と
を
想

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

２　
香
川
県
小
豆
島
町　
「
小
豆
島

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」

　

小
豆
島
に
あ
る
小
豆
島
町
と
土

庄
町
で
は
、
観
光
窓
口
を
一
本
化

し
、
小
豆
島
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
た
。
令
和
６
年
に
は
、
持
続
可
能

な
観
光
の
国
際
基
準
に
基
づ
き
優
良

な
地
域
を
選
出
す
る
グ
リ
ー
ン
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ア
ワ
ー
ド
の
シ

ル
バ
ー
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
際
認
証
の
取
得
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　
上
田
市
の
年
間
外
国
人
延
べ
宿
泊

者
数
は
少
な
く
、
国
際
認
証
の
取
得

も
含
め
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
検

討
・
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

３　
国
土
交
通
省　
「
水
道
事
業
広

域
化
」

　
令
和
６
年
に
、
上
水
道
の
整
備
や

管
理
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通

省
に
移
管
さ
れ
た
。
水
道
管
が
老
朽

化
し
、
維
持
管
理
が
難
し
い
自
治
体

が
あ
り
、
地
方
整
備
局
を
持
つ
国
土

交
通
省
に
事
業
を
移
管
す
る
こ
と
で

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
を
進
め
る
狙
い

が
あ
る
。

　
上
田
市
に
お
い
て
も
、
管
路
等
の

維
持
管
理
の
た
め
の
財
政
運
営
は
厳

し
さ
が
増
し
て
お
り
、
国
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
り
、
水
道
事
業
広
域
化
に
つ

い
て
も
、
財
政
支
援
や
他
事
例
の
実

績
・
動
向
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

〔香川県小豆島町〕

総
務
委
員
会

１　
兵
庫
県
神
戸
市　
「
防
災
・
減

災
の
取
組
」

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た

神
戸
市
で
は
、
災
害
時
の
職
員
体
制

や
防
災
Ｄ
Ｘ（
帰
宅
困
難
者
支
援
シ
ス

テ
ム
等
）な
ど
先
進
的
な
取
組
が
行
わ

れ
て
い
た
。
特
に
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
結
成
し
、
担
当
の
消
防
係

員
を
付
け
訓
練
支
援
等
を
行
っ
て
お

り
、
１
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
あ
た
り
年
間

６
～
７
回
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

　
上
田
市
で
も
、
訓
練
方
法
や
災
害

に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

る
自
主
防
災
組
織
が
あ
る
た
め
、
組

織
ご
と
に
職
員
が
伴
走
支
援
を
行
う

こ
と
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

２　
岡
山
県
津
山
市　
「
公
共
施
設

再
編
（
※
１
Ｆ
Ｍ
、
※
２
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
の

取
組
」

　

津
山
市
で
は
、「
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

（
市
営
プ
ー
ル
）」
を
民
間
の
資
金
で

改
修
・
管
理
し
、
運
営
を
任
せ
る
手

法
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
施
設
に
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
る
と
と
も
に
、
赤
字
施

設
か
ら
市
の
収
入
に
変
え
て
い
た
。

　
上
田
市
も
合
併
に
よ
り
旧
市
町
村

単
位
で
設
置
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
の

維
持
・
管
理
に
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

今
後
の
参
考
と
な
る
取
組
で
あ
っ
た
。

３　
神
奈
川
県
横
浜
市　
「
横
浜
市

人
材
成
長
戦
略
２
０
２
５
」

　
横
浜
市
で
は
、
横
浜
市
人
材
成
長

戦
略
を
策
定
し
、
人
的
資
源
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の
タ
レ
ン
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
カ
オ
ナ
ビ
）

の
導
入
や
庁
内
副
業
（
ｉ
‐
ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ

制
度
）、
庁
外
副
業
（
ハ
マ
活
応
援

制
度
）
な
ど
、
職
員
の
成
長
や
組
織

の
活
性
化
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
を
行
っ
て
い
た
。

　
横
浜
市
の
人
材
成
長
戦
略
は
少
額

の
予
算
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、
人
材

の
確
保
・
育
成
・
定
着
の
た
め
に
も
、

上
田
市
で
も
取
り
組
み
た
い
内
容
で

あ
っ
た
。

※
１
Ｆ
Ｍ
…
施
設
を
経
営
的
な
視
点
で
総
合
的

に
管
理
・
活
用
し
、
最
適
な
状
態
に
維
持
・

再
編
し
て
い
く
活
動

※
２
Ｐ
Ｐ
Ｐ
…
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
と
連
携

し
て
提
供
す
る
手
法
の
総
称

〔兵庫県神戸市〕

ア
イ　
シ
ェ
ア



17

委員会行政視察報告委員会行政視察報告 　各委員会では、所管する事務事業が抱える課題に関して、他自治体の先進的な取組などを市政に反映させるため、行政視察を行っています。
今年度実施した行政視察について報告します。報告内容の詳細は、上田市議会ホームページをご確認ください。

議会運営委員会・広報広聴委員会の報告は次のページへ

環
境
建
設
委
員
会

１　
東
京
都
世
田
谷
区
（
一
般
財
団

法
人
世
田
谷
ト
ラ
ス
ト
ま
ち
づ
く

り
）　
「
地
域
共
生
の
い
え
づ
く
り
支

援
事
業
」

　
一
般
財
団
法
人
世
田
谷
ト
ラ
ス
ト

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
強
化
す
る
た
め
、
建
物
の
所
有

者
が
主
体
と
な
り
自
宅
の
空
い
て
い

る
部
屋
な
ど
を
地
域
の
人
々
の
交
流

を
広
げ
る
場
及
び
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
を
支
援
す
る
場
と
し
て
提
供
し
、

地
域
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
、
地

域
共
生
の
い
え
づ
く
り
支
援
事
業
の

取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　
上
田
市
も
、
課
題
と
な
っ
て
い
る

空
き
家
等
を
利
活
用
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
に
つ
な
が
る
取

組
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

２　
北
海
道
鹿
追
町　
「
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
及
び
脱
炭
素
社
会
へ
の

取
組
」

　
鹿
追
町
で
は
、
家
畜
ふ
ん
尿
の
適

切
な
処
理
に
よ
る
環
境
改
善
及
び
持

続
可
能
な
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
へ

の
取
組
と
し
て
、
牛
ふ
ん
等
を
処
理

す
る
と
と
も
に
メ
タ
ン
発
酵
に
よ
る

発
電
、
発
酵
後
の
副
産
物
を
液
体
肥

料
と
し
て
活
用
す
る
、
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
「
鹿
追
町
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
」
を
建
設
し
稼
働
し
て
い
る
。

　
上
田
市
で
も
、
臭
気
問
題
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
意
見
を
考

慮
し
、
早
期
の
課
題
解
消
に
向
け
た

取
組
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

３　
北
海
道
帯
広
市　
「
移
住
定
住

促
進
の
取
組
」

　
帯
広
市
で
は
、
移
住
定
住
促
進
と

し
て
、
民
間
事
業
者
と
の
連
携
に
よ

り
、
滞
在
施
設
を
割
安
で
提
供
し
、

短
期
間
の
移
住
体
験
に
よ
り
地
域
の

気
候
や
生
活
環
境
の
実
態
を
体
験

し
、移
住
希
望
者
の「
生
活
の
イ
メ
ー

ジ
が
持
て
な
い
」
不
安
を
解
消
し
、

住
み
や
す
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
取
組

を
行
っ
て
い
る
。

　
上
田
市
に
お
い
て
も
、ス
ポ
ー
ツ
、

温
泉
、
歴
史
及
び
自
然
な
ど
地
域
資

源
や
生
活
利
便
性
を
最
大
限
に
活
か

し
た
移
住
定
住
戦
略
を
構
築
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

〔北海道鹿追町〕

教
育
厚
生
委
員
会

１　

兵
庫
県
明
石
市
「
あ
か
し
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
＂こ
こ
の
ば＂
」、「
あ

か
し
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
条
例
」

　
明
石
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
が

で
き
る
居
場
所
と
し
て
、
公
設
民
営

型
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
運
営
し
て

い
る
。
ま
た
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
を
目
指
し
て
、「
あ
か
し
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
条
例
」を
制
定
し
た
。

　
明
石
市
の
子
ど
も
を
中
心
と
し
た

取
組
は
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ

ポ
ー
タ
ー
宣
言
を
し
た
上
田
市
に
お

い
て
も
参
考
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
の
実

現
に
は
理
念
の
浸
透
が
鍵
と
な
る
た

め
、
明
石
市
の
条
例
を
参
考
に
条
例

制
定
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

２　
大
阪
府
大
阪
市
「
大
阪
市
立
心

和
中
学
校
」

　
大
阪
市
で
は
、
不
登
校
ま
た
は
不

登
校
傾
向
の
生
徒
の
実
態
に
配
慮
し

て
、
特
別
に
編
成
さ
れ
た
教
育
課
程

に
基
づ
く
教
育
を
行
う
心
和
中
学
校

を
開
校
し
た
。
校
則
は
２
つ
だ
け
、

総
授
業
時
間
は
７
７
０
時
間
（
標
準

授
業
時
間
は
１
０
１
５
時
間
）
な
ど

の
特
徴
が
あ
る
。

　

上
田
市
に
お
い
て
も
、
オ
ー
プ

ン
ド
ア
ス
ク
ー
ル
の
開
校
に
向
け
、

ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
の
両
面
に
お

い
て
、
さ
ら
に
議
論
を
重
ね
て
、
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

３　
学
校
法
人
き
の
く
に
子
ど
も
の

村
学
園

　

き
の
く
に
子
ど
も
の
村
学
園
で

は
、
本
や
ド
リ
ル
の
勉
強
よ
り
も
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
呼
ば
れ
る
も
の
づ

く
り
や
研
究
を
行
う
活
動
を
重
視
し

て
お
り
、
感
情
・
知
性
・
人
間
関
係

の
面
で
自
由
な
子
ど
も
が
育
つ
よ
う

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
。

　

上
田
市
で
は
、
オ
ー
プ
ン
ド
ア

ス
ク
ー
ル
の
開
校
を
予
定
し
て
い
る

が
、
単
に
学
校
を
新
設
・
増
設
す
る

の
で
は
な
く
、
今
、
ど
の
よ
う
な
学

校
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
探
求
し
た

上
で
、
開
校
に
向
け
た
取
組
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

〔大阪府大阪市〕
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議
会
運
営
委
員
会

１　
神
奈
川
県
秦
野
市
「
議
員
間
討

議
、
政
策
提
言
の
取
組
、
そ
の
他
の

議
会
改
革
の
取
組
」

　
秦
野
市
で
は
、
通
年
会
期
制
を
導

入
し
、
政
策
立
案
機
能
の
強
化
や
機

動
的
な
議
会
運
営
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
常
任
委
員
会
の
機
動
性
を
活

か
し
、
各
常
任
委
員
会
で
選
定
し
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
や

関
係
団
体
等
と
の
意
見
交
換
を
踏

ま
え
た
調
査
研
究
を
し
て
、
そ
の
成

果
を
執
行
部
に
対
し
て
政
策
提
言
を

行
っ
て
い
る
。

　
上
田
市
に
お
い
て
も
、
議
会
報
告

会
で
出
さ
れ
た
市
内
の
関
係
団
体
等

の
参
考
意
見
を
ま
と
め
て
政
策
提
言

に
つ
な
げ
て
い
く
議
員
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
、
議
員
の

質
の
向
上
と
と
も
に
、
政
策
提
言
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
と

考
え
る
。

２　
埼
玉
県
所
沢
市「
政
策
討
論
会
、

議
会
改
革
の
取
組
」

　
所
沢
市
議
会
は
、
議
会
改
革
に
お

い
て
先
進
地
で
あ
り
、
議
会
基
本
条

例
制
定
後
の
毎
年
の
議
会
評
価
、
改

選
後
の
見
直
し
な
ど
、
適
宜
協
議
・

検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
に
開

か
れ
た
分
か
り
や
す
い
議
会
、
負
託

に
応
え
ら
れ
る
議
会
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
議
員
か
ら
の
説
明
に
よ
り
、
議
会

改
革
を
議
員
が
主
体
的
に
、
か
つ
有

識
者
の
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
政

策
討
論
会
を
経
て
政
策
形
成
サ
イ
ク

ル
を
回
し
て
い
る
こ
と
に
刺
激
を
受

け
た
。
こ
の
視
察
で
得
た
こ
と
を
最

大
限
生
か
し
、
上
田
市
議
会
と
し
て

改
革
す
べ
き
は
改
革
し
て
い
く
よ
う

努
め
た
い
。

〔埼玉県所沢市〕

広
報
広
聴
委
員
会

１　
東
京
都
あ
き
る
野
市
「
議
会
だ

よ
り
に
つ
い
て
」

　
あ
き
る
野
市
で
は
、
議
会
だ
よ
り

の
読
者
を
増
や
す
取
組
と
し
て
、
興

味
を
引
く
表
紙
や
特
集
の
作
成
、
市

内
の
小
学
生
が
夢
を
語
る
コ
ー
ナ
ー

を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
読
み
や

す
い
内
容
に
す
る
た
め
、
行
政
用
語

を
出
来
る
だ
け
市
民
の
方
に
伝
わ
り

や
す
い
言
葉
で
表
現
し
た
り
、
写
真

付
き
で
掲
載
す
る
こ
と
で
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
上
田
市
議
会
と
し
て
も
、
読
ん
で

も
ら
え
る
議
会
だ
よ
り
作
成
の
た

め
、
表
紙
づ
く
り
や
レ
イ
ア
ウ
ト
方

法
、
表
現
方
法
な
ど
あ
き
る
野
市
の

取
組
を
参
考
に
し
て
、
工
夫
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

２　
静
岡
県
御
殿
場
市
「
未
来
議
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
高
校
生
と
議
会
の

交
流
に
つ
い
て
」

　
御
殿
場
市
で
は
、
市
民
に
対
し
、

議
会
や
行
政
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
と
と

も
に
、
議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
等

の
た
め
、
未
来
議
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
い
る
。
市
内
の
高
校
生

を
対
象
に
議
会
体
験
や
議
員
と
の
意

見
交
換
を
通
じ
て
、
議
会
の
役
割
や

仕
組
み
を
理
解
し
て
も
ら
い
、政
治・

議
会
、
そ
し
て
市
議
会
議
員
へ
の
関

心
を
深
め
る
取
組
と
な
っ
て
い
る
。

　
上
田
市
議
会
に
お
い
て
も
、
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
、
市
民
の

皆
様
に
議
会
に
つ
い
て
広
く
周
知
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
待
つ
だ
け
、
発
信

す
る
だ
け
で
な
く
、
足
を
使
い
行
動

に
起
こ
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。〔東京都あきる野市〕

委員会行政視察報告委員会行政視察報告
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　iPad を駆使して議員自ら撮影から編集まで行
い、市議会の各常任委員会と議会運営委員会の活
動報告を動画にまとめました。
　上田市議会 YouTube チャンネルで配信してい
ます。ぜひご視聴ください！

請願番号 件　名 提　出　者 審査結果

請願第２号「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書採択の請願
上田市教職員組合

　執行委員長　宮澤　裕子氏
（紹介議員：古市　順子議員）

継続審査

請願第４号 高額療養費の自己負担上限額の引き上
げをしないことを求める請願

上小・東御地区社会保障推進協議会長
中村　和幸氏

（紹介議員：泉　弥生議員）
継続審査

皆さんからの請願・陳情４件を審査

請 願 ※請願第２号は令和７年９月定例会に提出された請願の継続審査です。

陳情番号 件　名 提　出　者 審査結果
（付託委員会）

陳情第９号
診療報酬・介護報酬及び障害福祉サー
ビス等報酬 10％以上の引き上げを求
める陳情

長野県医療労働組合連合会
執行委員長　小林　吟子氏

継続審査
（教育厚生委員会）

陳情第11号
職員団体の組合費給与天引き (チェッ
クオフ )手続の適正運用および行政の
政治的中立性確保を求める陳情

パワハラから職員を守る長野県民の会
代表　衣川　弘明氏　ほか２人

不採択
(総務委員会 )

陳 情

議員が自主製
作 !!

議員が自主製
作 !! 令和７年度議会活動報告動画令和７年度議会活動報告動画

インターネットで配信中！インターネットで配信中！

上田市議会YouTube チャンネル
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公職選挙法の禁止事項について公職選挙法の禁止事項について
～市議会議員がイベントや会合などで寄附や飲食物を

差し入れることは禁止されています～

紙面の二次元コードはアクセス解析のためにCookie を使用しています。アクセス解析は匿名で収集されており、個人を特定するものではありません。
Cookie を無効にすることで、Cookie を用いた収集を拒否することができますので、お使いのデバイスのブラウザの設定をご確認ください。

市議会だよりでは、「いま覚えてほしい手話」を
お伝えしています。

今回のテーマは

　「挑戦する」

“長野県ホームページ”
「手話辞典」

を学ぼうを学ぼう手 話 「挑戦する」

①両手の親指を立てる。
②左手に右手を斜め下から
　近づける。

　公職選挙法では、市議会議員が選挙区内の方々に対して、いかなる名目であっても金銭、物品を問わず

寄附を行うことは罰則を持って禁止されています（公職選挙法第199条の2）。

　地域のお祭りや懇親会などで、寸志や差し入れを行う場合や景品を提供することも寄附とみなされます。

市民の皆様へのお願い
　会費制の懇親会などで、一般の参加者と同じ会費を支払うことは寄附に当たりませんが、金額の明示のない状態で、

市民が議員に会費を求めることや議員が金銭を支払うことは、罰則をもって禁止されています。懇親会などに議員を

招待される際には、会費の金額を明確に定めてください。

出典：公益財団法人 明るい選挙推進協会「寄附禁止 正しく守って明るい選挙」、長野県選挙管理委員会ホームページ　等

市民の皆様に分かりやすく、読んでいただける議会だよりを目指して
読者アンケートを実施しています。
よりよい紙面を作っていくためにご協力をお願いします。

議会だよりについてご意見をお聞かせください。

アンケートの回答はこちらから

会
費

後列②

前列①


